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⼩樽商科⼤学と北海道経済産業局は、 地域経済の活性化に向けて、相互の強み
を活かし、連携・協⼒し協業・事業に取り組むため、包括連携協定に締結します。

１．包括連携協定 調印式
 ⽇ 時︓2024年3⽉2５⽇(⽉）14:00〜14:30
 場 所︓⼩樽商科⼤学 札幌サテライト（札幌市中央区北５条⻄５丁⽬）
 出席者︓⼩樽商科⼤学 学⻑ ⽳沢 眞

北海道経済産業局⻑ 岩永 正嗣

２．包括連携協定の主な内容
(1) 創業・スタートアップ⽀援等の産業振興
(2) 地域活性化を担う多様な産業⼈材の育成
(3) 地域サテライト等を活⽤した地域活性化

３．包括連携協定締結の意義
 ⼩樽商科⼤学では、これまで上川町、⾳更町、ニセコ町、中標津町と包括連携協定を締結し、地域サ

テライト設置を通じた地域の⼈材育成、産業振興⽀援を⾏っていきます。
 北海道経済産業局では、これまで基礎⾃治体5市との間で地域活性化に向けた覚書を締結し、地域

特性等を活かした取組を進めています。
 地域サテライトを持つ⼩樽商⼤と、各種⽀援策を持つ北海道経済産業局が連携・協⼒することで相互

の取組を強化し、地域経済の成⻑を促進します。 1

注）地域サテライトの定義
本資料での地域サテライトは、⼩樽商科⼤学の
ユニバーサルユニバーシティ構想に基づいて設
置されるサテライトを指しております。



①⾼校⽣等に対するアントレプレナー育成セミナーの開催
 北海道から多くの起業家やイノベーション⼈材が⽣まれる機運の醸

成、⼈材の裾野を広げるため、スタートアップの代表者等を講師とし
て招聘する⼈材育成セミナー『NoMapsイノベーションキャラバン』を
⾼校等で開催します。

①地域サテライト、HXを活⽤したスタートアップ成⻑戦略⽀援
 ⼩樽商⼤の地域サテライトやインキュベーション施設HXを通じたスター

トアップ創業⽀援と当局のスタートアップ⽀援が連携し、地域からのス
タートアップ創出、成⻑戦略を⽀援します。

②⼩樽商⼤ビジネススクール修了⽣とスタートアップとの連携
 ⼩樽商⼤と当局が持つネットワークを活⽤し、⼩樽商⼤ビジネススクー

ル修了⽣等とスタートアップとのオープンイノベーションに向けたマッチング
を⽀援します。

連携による具体的な事業①
（１）創業・スタートアップ⽀援等の産業振興

（２）地域活性化を担う多様な産業⼈材の育成

2023年開催のイノベーションキャラバン
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②企業経営⼈材等の育成⽀援を通じた産学連携の強化
 ⼩樽商⼤が持つビジネスに関する専⾨的知⾒と当局が持つ企業との

ネットワークを活⽤し、成⻑・拡⼤を⽬指す企業への経営戦略・マネジ
メント⼈材の育成⽀援。



①地域サテライト等を活⽤したセミナーの開催等情報発信
 ⼩樽商⼤の地域サテライト（ニセコ町、上川町、⾳更町、中標

津町等）にて、地域企業等を対象としたビジネスセミナーや相談
会を開催するなど、中⼩企業が使える施策等の活⽤促進など、
地域へ情報発信を⾏う拠点とします。

②サテライトを中⼼とした地域企業の成⻑⽀援
 サテライトを拠点とし、周辺地域の中核となる企業が成⻑する上

で抱える⼈材育成、マーケティング等の課題に対し、協⼒して⽀
援します。

（３）地域サテライト等を活⽤した地域活性化
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サテライト設置を⽬指す包括連携協
定⾃治体
・上川町 （2021年10⽉10⽇）
・⾳更町 （2022年8⽉8⽇）
※サテライト設置済み

・ニセコ町 （2023年3⽉28⽇）
・中標津町（2023年12⽉4⽇）

覚書締結5⾃治体
・旭川市（2020年1⽉20⽇）
・室蘭市（2020年1⽉31⽇）
・帯広市（2020年2⽉7⽇）
・北⾒市（2021年3⽉25⽇）
・釧路市（2021年4⽉22⽇）
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2025年までに道内10⾃治体に
設置する計画
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（参考）⼩樽商⼤地域サテライト設置及び当局と⾃治体との覚書締結状況について


